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１３日（木）夜　ブッククラブ　佐藤泰志
� 『きみの鳥はうたえる』
１５日（土）昼　食文化講座　「食から世界を考える」
２３日（日）昼　C

シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX　『キング・コング』
２３日（日）昼～　はじめての銅版画
２９日（土）朝　男性の料理入門「親子でそうめん！」
２９日（土）昼　共生社会のマナビ
� 「共に学ぶメンタルヘルスとリカバリー」
８月５日（土）昼～　青年講座　「初心者　山部」
６日（日）昼　図書館のつどい「旅と本と詩と」
１９日（土）朝　親子で遊ぼう・考えよう
� 「プラネタリウムで星を見よう！」
２４日（木）夜　社会教育学習会
� 「公民館の“ハテナ？”を解き明かす」

今月の公民館（7月～8月）

（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

公民館　☎（５７２）５１４１

講座の開催状況などに変更があった場合は、公
民館入り口付近への掲示や、ホームページでお
知らせします。ご不明の点はお問合せください。
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公民館の状況▲

「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
い
う
正
解
の
な
い

問
題
に
直
面
し
て
か
ら
３
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
人
の
命
と
、
人
が
集
う
こ
と
の

意
味
を
一
人
一
人
が
考
え
た
年
月
で
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
緊
急
時
の
地
域

の
課
題
と
し
て
、
公
民
館
は
、
そ
し
て

私
た
ち
は
、
ど
う
向
き
合
っ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
社
会
教
育
学
習
会
で
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
の
公
民
館
と
私
た
ち
」
を
テ
ー

マ
に
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
に
つ
い
て
自

由
に
意
見
を
交
換
し
合
う
こ
と
を
目
指

し
ま
し
た
。
会
場
は
公
民
館
地
下
ホ
ー

ル
、
参
加
者
は
２８
名
で
し
た
。

第
１
部　

第
３３
期
公
運
審
（2020.11

～2022.10

）
委
員
に
よ
る
報
告

第
３３
期
公
運
審
委
員
を
つ
と
め
た
江え

頭と
う
晃あ

き
子こ

さ
ん
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
公

民
館
の
対
応
と
答
申
策
定
の
過
程
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
下
、
市
・
教
育
委
員

会
・
公
民
館
が
行
っ
た
主
催
事
業
の
中

止
や
休
館
な
ど
の
対
応
は
適
切
だ
っ
た

の
か
、
こ
れ
を
未
来
に
向
け
て
検
証
す

る
た
め
、
２
０
２
１
年
５
月
に
館
長
よ

り
公
運
審
へ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
時
に
お
け
る
教
育
機
関
と
し

て
の
公
民
館
事
業
に
つ
い
て
」
の
諮
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
公
運
審
で
は
公
運
審

委
員
１５
名
が
、
記
録
班
、
ア
ン
ケ
ー
ト

班
、
社
会
教
育
学
習
班
、
検
証
・
提
言

班
に
分
か
れ
て
活
動
を
開
始
。
２
０
２

０
年
４
月
か
ら
５
月
の
休
閉
館
の
意
味
、

そ
の
決
定
過
程
と
公
運
審
の
役
割
、
市

民
の
学
習
権
保
障
の
あ
る
べ
き
形
、
情

報
発
信
の
手
立
て
と
弱
者
へ
の
配
慮
、

生
存
権
と
学
習
権
の
拮
抗
な
ど
の
問
題

意
識
の
も
と
、「
公
民
館
の
役
割
」「
居

場
所
の
重
要
性
」
な
ど
の
視
点
か
ら
討

議
を
か
さ
ね
た
経
緯
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
答
申
策
定
の
一
環
と
し
て
、
２
０

２
１
年
１２
月
１８
日
に
は
、
社
会
教
育
学

習
会
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
び
と
つ

な
が
り
～
公
民
館
の
役
割
と
期
待
す
る

こ
と
～
」
を
開
催
。
公
民
館
を
利
用
す

る
市
民
団
体
と
公
民
館
職
員
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
困
難
の
な
か
に

あ
っ
て
も
学
び
、
つ
な
が
り
続
け
る
意

味
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
や
市
民
団
体
、
職
員
等
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
実
施
し
、

多
様
な
声
を
と
り
ま
と
め
な
が
ら
、
２

０
２
２
年
１０
月
１１
日
、
答
申
を
提
出
。

学
習
権
を
「
生
き
る
権
利
」
の
実
現
に

不
可
欠
な
も
の
と
と
ら
え
、
公
運
審
が

緊
急
時
に
も
公
民
館
の
民
主
的
運
営
の

実
現
に
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
し
、「
市
民
と
と
も
に
」「
教
育

機
関
と
し
て
」「
緊
急
時
」
の
３
つ
の

視
点
か
ら
１０
の
提
言
を
行
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
江
頭

さ
ん
の
も
と
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
第
３３

期
委
員
３
名
、
末す

え
光み

つ
翔し

ょ
う

さ
ん
、
隈く

ま
井い

裕ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
、
木き

島じ
ま

香か

織お
り

さ
ん
に
よ
る
ク
ロ

ス
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
、
答
申
策
定
に
至

る
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
、
そ
し
て
今
後
の

課
題
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
課
題

は
第
２
部
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

みんなで話そうこれからの公民館みんなで話そうこれからの公民館
～【社会教育学習会】開催報告と次回開催案内～～【社会教育学習会】開催報告と次回開催案内～

　公民館では、１５名の委員からなる「公民館運営審議会」（公運審）が毎月活動し、　公民館では、１５名の委員からなる「公民館運営審議会」（公運審）が毎月活動し、
公民館事業などについて審議しています。去る３月１8日（土）、公運審の担当委員と公民館事業などについて審議しています。去る３月１8日（土）、公運審の担当委員と
公民館の共同企画で、市民のみなさんとコロナ禍の公民館をふり返り、公民館の未公民館の共同企画で、市民のみなさんとコロナ禍の公民館をふり返り、公民館の未
来を考える【社会教育学習会】を開催しました。次回【社会教育学習会】のご案内来を考える【社会教育学習会】を開催しました。次回【社会教育学習会】のご案内
とともに、当日の様子を担当委員が報告します。とともに、当日の様子を担当委員が報告します。

パネリストから答申への思いが伝えられました
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

第
２
部　

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
（
意
見
交

換
会
）

参
加
者
全
員
が
５
～
６
名
ず
つ
に
分

か
れ
て
、
テ
ー
ブ
ル
Ａ
か
ら
Ｅ
の
席
に

つ
き
自
己
紹
介
。
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
形

式
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、

テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
進
み
、
メ
ン

バ
ー
変
更
を
し
て
２
回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

の
後
、
各
テ
ー
ブ
ル
の
代
表
的
意
見
を

発
表
し
あ
い
ま
し
た
（
主
な
意
見
を
ま

と
め
た
下
表
を
参
照
）。

第
３
部　

ま
と
め
の
時
間

最
後
に
、
登
壇
し
た
第
３３
期
公
運
審

委
員
か
ら
、
学
習
会
の
ま
と
め
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。「
多
様
な
世
代
が
集

ま
り
、
率
直
に
話
し
合
え
て
様
々
な
意

見
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
公
民

館
は
学
び
を
享
受
す
る
だ
け
で
な
く
、

権
利
と
し
て
の
意
識
や
価
値
観
を
共
有

し
、
民
主
主
義
を
鍛
え
、
根
付
か
せ
る

た
め
の
場
」「
公
民
館
は
、
時
間
と
手

間
を
か
け
た
ね
ば
り
強
い
作
業
で
関
係

性
を
少
し
ず
つ
つ
く
っ
て
、
差
異
を
尊

重
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
大
事
な
こ
と

が
な
に
か
を
み
つ
け
る
場
」
な
ど
、
今

後
へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
た
言
葉
が
続

き
ま
し
た
。

会
を
ふ
り
返
っ
て

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
多

く
の
人
の
意
見
を
聞
き
、
自
ら
も
話
し

て
い
く
過
程
自
体
が
学
び
で
あ
り
、
民

主
主
義
の
実
践
だ
っ
た
」「
み
ん
な
で

話
そ
う
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
良
か
っ

た
」「
市
民
、
職
員
、
す
べ
て
の
人
の

対
面
会
話
は
公
民
館
の
原
点
」「
公
民

館
の
利
用
、
参
加
へ
の
高
い
壁
を
乗
り

越
え
る
気
づ
き
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
」「
若
い
人

の
参
加
が
多
か
っ
た
の
が
心
強
か
っ

た
」
な
ど
、
感
想
や
要
望
、
提
案
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

企
画
者
と
し
て
も
、
参
加
者
が
こ
れ

か
ら
の
公
民
館
の
可
能
性
を
考
え
る
良

い
機
会
と
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
、
参
加
者
が
広
が
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
課
題
と
捉
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
発
展
的
に
捉
え
て
次
の
学
習
会
へ

と
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責
：
第
３４
期
公
運
審
社
会
教
育
学

習
会
担
当
）

グループワークでざっくばらんに意見交換

テーブル テーマ 出された主な意見

A コロナ禍を経て、今後に生かしたい
視点とは

・ボランティアやソーシャルワークなど、世代を問わず地元と関わりあっ
てきた参加者の経験を語るなかから、多世代のつながりの重要性とそこか
ら生まれる公民館の可能性が言及された。
・コロナ禍でオンライン授業になった学生は余白時間が増えたが、一方言葉
を介さないコミュニケーションや評価されないコミュニティ、居場所の大切
さに気づいた。
・若い世代の持つ興味関心をつかみ、巻き込んでいく講座や企画の実施が重要。

Ｂ 参加しない / できない人（困難を抱
える人など）に学びを届けるために

・公民館の講座や活動に、参加しない・できない理由は、「常連の人が多い」
「敷居が高い」「係や当番が面倒」等の公民館への偏ったイメージや、「時間
がない」「オンライン参加の選択肢が少ない」「（外国人にとっては）言葉の
壁」等の問題があるのではないか。
・学びを届けるために、 講座のアーカイブ化、SNS やネット、日本語サポ
ートの活用等のほか、未来へむけてオンライン・コミュニティやサテライ
ト機能を持つ公民館等の可能性も話し合った。
・ふらっと一人でも学習できる"居場所"としての公民館の機能の必要性も確認した。

C 公運審委員や公民館職員にこの機会
にきいてみたいこと

・コロナ禍で公民館の運営を決定していくときに「生存権」と「学習権」の二
つの権利のせめぎあいはなかったのか。
・公民館職員には専門職員としてより長く勤めてもらいたいが、職員の仕
事の増加への対策や、会計年度任用職員の待遇改善が重要ではないか。現状
はどうなっているか見えにくい。

D 老朽化する施設・設備のリノベーシ
ョンに向けて

・施設の外観に「公民館」とわかる印象的な表示がなく、館内の展示スペースや動線
がわかりにくいことが、市民の利用のハードルを上げているのではと懸念される。
・設計当初に「いつでも、だれでも利用しやすい」ことが目指された経緯はあ
るが、入りやすさ・親しみやすさと防犯安全管理を両立できるような、また
コロナ禍を経ての衛生管理もできるような、「市民による市民のための」改
善計画を望みたい。

E 話し合いテーマ自由（なんでもあり）

・場所や時間の制約にとらわれない公民館も考えられないかとの視点か
ら、主にオンラインについて議論した。
・オンラインと対面、それぞれのコミュニケーションのとりやすさは、社会
環境や教育の結果なのではないか。
・公民館のオンライン化の充実、市民側の ICT スキルを高める取り組みな
どに、社会的な環境整備や経済的支援が必要。

ワールドカフェ（意見交換会）のまとめ

次
の
ペ
ー
ジ
に
次
回
の
案
内
を
載
せ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

い方」や「より良い公民館のあり方」などをみんなで考え
たいと思います。ぜひお気軽にご参加ください。

＊ この会は公民館運営審議会社会教育学習会担当委員との
共同企画です。

と　き　８月2４日（木）夜７時～９時
 ※ 希望者のみ夜６時半から公民館見学会あり（申

込時に要申込）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　4０名（申込先着順）
申込先　 ７月１4日（金）朝９時～８月２２日

（火）夕５時までの間に電話か右の
ＱＲコードよりお申し込みくださ
い。

 公民館☎（５7２）５１４１

水先案内人（講師） 青山　鉄
てっ

兵
ぺい

（文教大学・社会教育学）

「公民館って、どんなことができるんですか？」
日頃から公民館の会場を利用している方、講座に参加し

たことがある方はよく知っているけども、「実は行ったこ
とがない」という方も多いのではないでしょうか。

公民館は、誰もが利用できる社会教育施設で、より良い
施設や事業づくりのために市民が意見を出しあい、みんな
で学びをつくる「民主主義の学校」だと言われてきまし
た。それでもよくわからない「そもそも公民館の“公民”
てなに？」「公民館と地域の集会所はなにが違うの？」「公
民館だよりの端っこに書いてある“学習権”てなに？」
「生涯学習と社会教育の違いがわかりません」といった素
朴なギモンの数々。

今回の会では、数ある公民館の“ハテナ？”を講師にぶ
つけながら、もっと生活や人生を豊かにする「公民館の使

講　師　大木　志門（東海大学・日本近代文学）

と　き　７月1３日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　地下ホール
定　員　３０名（申込先着順）
申込先　公民館☎（５7２）５１４１
＊ この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が「読

み」を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

〈真夏の夜の公民館ツアー〉〈真夏の夜の公民館ツアー〉
公民館の“公民館の“ハテナ？ハテナ？”を解き明かす　”を解き明かす　～～素朴なギモンを聴いてみよう！素朴なギモンを聴いてみよう！～～

桐朋中学・高等学校のプラネタリウムを使って、四季折
々の星座のお話をしていただきます。天気が良ければ大き
な天体望遠鏡や太陽観測の望遠鏡も見学できます。

お　話　上原　隼
はやと

（桐朋中学・高等学校教諭）
桐朋中学・高等学校地学部員

と　き　８月19日（土）朝10時～11時半
ところ　桐朋中学・高等学校　教科教室棟（４階）

 ※入口は北門（桐朋学園通り）です
用　意　上履き、靴袋をお持ちください。（土足厳禁です）
対　象　子ども（３歳以上）と保護者（市内在住者のみ）
定　員　２５組（１組３名まで）※応募者多数の場合抽選
申込先　７月１０日（月）朝９時～１7日（月）

  夜９時までの間に、右ＱＲコードの
メールフォームに応募情報を記入
し、送信ください。

 ※抽選結果は７月２０日（木）までに連絡します。

〈親子で遊ぼう・考えよう〉〈親子で遊ぼう・考えよう〉

プラネタリウムで星を見よう！プラネタリウムで星を見よう！

〈くにたちブッククラブ　記憶の欠片をひろい集めて〉〈くにたちブッククラブ　記憶の欠片をひろい集めて〉
佐藤泰志『きみの鳥はうたえる』佐藤泰志『きみの鳥はうたえる』（河出文庫）（河出文庫）

講　師　北川　みどり（管理栄養士）

普段家事をする機会が少ない男性の料理入門として、親
子で一緒に、夏休みのお昼ご飯を作ってみましょう。

夏の定番料理のそうめんですが、今回はめんつゆにちょ
っと手を加えて、中華・豆乳・おろしトマトの３種類を作
ります。いろいろな具と薬味を添えて楽しく食べましょ
う。デザートにかぼちゃ団子も作ります。

と　き　７月29日（土）朝10時～昼１時
ところ　福祉会館　３階料理講座室
定　員　親子８組（お祖父さんも可）
 ※応募者多数の場合抽選
 ※市内在住・在学・在勤の方優先

費　用　１組（子ども１人まで）１,4００円
 　　（子ども２人まで）１,５００円
 　　（子ども３人まで）１,6００円
 ※ ７月２１日（金）までに公民館へお支払いくださ

い（受付時間：月曜日以外の朝９時～夕５時）。

持ち物　 エプロン、三角巾（タオル可）、ポリ袋（ゴミ持
ち帰り用）、ふきん２枚（台ふき用、皿ふき用）

申込先　７月７日（金）朝９時～１０日（月）
  夜９時までの間に、右ＱＲコードの

メールフォームに応募情報を記入
し、送信ください。

 ※抽選結果は７月１4日（金）までに連絡します。

〈男性の料理入門〉〈男性の料理入門〉

～いつものめんつゆに一工夫～
親子でそうめん！
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https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

講　師　飯
いい

野
の

雄
ゆう

治
じ

（リカバリーの学校　調布校）ほか
ファシリテーター 「リカバリーの学校＠くにたち」
 のみなさん

生きていると楽しいこともありますが、つらいこと、悲
しいことも避けられません。精神疾患になったり、こころ
が折れそうになったりすることは他人事でなく、また恥ず
かしいことではないと思えるような社会をつくることが求
められています。

今年度、国立市で「リカバリーの学校＠くにたち」とい
うプロジェクトが始まります。この「リカバリーの学校」
では、生きづらさや困難を抱える当事者をはじめ、支援者
やご家族、興味がある方、どなたでも参加できる場づくり
が目指されています。自分自身や身近な人のこころの健康
や共生のために、「充実した人生」と「対話」について考
えます。調布市で「リカバリーの学校」を主宰する飯野さ
んや当事者の方のお話などを通じた「対話」から学びあい
たいと思います。

〈飯野さんの著書〉
『リカバリーの学校の教科書』（共編著、EDITEX）ほか

と　き　７月29日（土）昼２時～４時
ところ　公民館　地下ホール 定　員 4０名（申込先着順）
対　象　生きづらさや困難を抱える当事者、支援者やご家

族、そのほか興味がある方、どなたでも
申込先　７月７日（金）朝９時～　公民館☎（５7２）５１４１

山に登ってみたいけれどどう
すれば良いのだろう……、ひと
りでは勇気が出ないから一緒に
行ける仲間がほしい……。
「初心者山部」は、そんな若

者のための講座です！
１回目の座学では、登山に必要な装備や心得をレクチャ

ーします。２回目は、座学の時にみんなで決めた近郊の緩
やかな山に登ります。

汗をかきながら登った山頂ではきっと、体験したことの
ない爽快感が待っています。山登りの初めの一歩を、一緒
に踏み出してみませんか？

１回目　８月５日（土）　昼２時～４時　座学
２回目　秋頃（※１回目に決定）　朝９時～５時頃　登山

ところ　公民館　３階講座室
対　象　高校生～３０歳代くらいの方まで
定　員　１０名（申込先着順）
申込先　７月１4日（金）朝９時～　公民館☎（５7２）５１４１

講　師　林　雄
ゆう

三
ぞう

（青年室スタッフ）

本を読みたい。けれど、時間がない。買ったのは良いけ
ど、「積

つん

読
どく

」になる。きちんと向き合おうとすればするほ
ど、目の前からスルスルと本や言葉が逃げていく。そんな
体験をしたことはありませんか？

今回は、『本は読めないものだから心配するな』の著者
であり、『星の王子さま』の翻訳者であり、世界中を旅
し、詩人としてみずからも言葉を紡ぐ管さんに、旅と本と
詩にまつわる３冊の新著を中心に語っていただきます。

本と言葉の海へと漕ぎ出す旅に、そっと背中を押しても
らう、そんなひと時にしたいと思います。

〈管さんの本〉
『本と貝殻』、『一週間、その他の小さな旅』（コトニ社）、
『エレメンタル―批評文集』（左右社）他多数

と　き　８月６日（日）昼２時～４時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　6０名（申込先着順）
申込先　７月１２日（水）朝９時～　公民館☎（５7２）５１４１

お　話　管
すが

　啓次郎（詩人、明治大学）

〈共生社会のマナビ〉〈共生社会のマナビ〉

共に学ぶメンタルヘルスとリカバリー
～「充実した人生」と「対話」～

〈青年講座〉初心者　山部
～山登り、初めの一歩を踏み出そう～

みんなで「山」のポーズ !?

監督　メリアン・Ｃ・クーパー
　　　アーネスト・Ｂ・シュードサック
特殊効果　ウィリス・Ｈ・オブライエン
出演　フェイ・レイ、ロバート・アームストロング　ほか

今なお世界で最も愛され
ているモンスター、キング
・コングを生み出し、世界
中の観客を驚嘆させた特撮
映画の原点にして最高峰の
古典的名作。多くの映画人
に影響を与えたその特殊効
果技術は、今見ても鮮烈な輝きを放っている。この作品無
くして『ゴジラ』も『ジュラシック・パーク』も生まれる
ことはなかった！

と　き　７月2３日（日）昼２時～（開場昼１時）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　7０名（申込先着順）
申込先　７月１１日（火）朝９時～
 公民館☎（５7２）５１４１
＊ 事前申し込み制となっています。必ず電話もしくは窓口

にて事前にお申し込みください。
＊ 換気のため、途中で１０分程度休憩を設けます。ご了承く

ださい。

〈〈CC
シ ネ ボ ッ ク スシ ネ ボ ッ ク ス
INEVOXINEVOX　公民館映画会〉　公民館映画会〉

1933年　アメリカ　白黒100分　ＤＶＤ版1933年　アメリカ　白黒100分　ＤＶＤ版
King KongKing Kong

『キング・コング』『キング・コング』

〈図書室のつどい〉

旅と本と詩と
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

講　師　山本　佳奈枝（銅版画家）
さかた　きよこ（銅版画家）

興味はあるけど、難しそう？　どうやって作るのかな？
　そんな疑問に応えながら銅版画創作を楽しむ、初心者向
けのワークショップです。銅版画ならではの繊細な線で小
さな作品を創ります。集まった仲間とともに作業の時間を
楽しみながら、作品を創ってみませんか。出来上がった作
品はロビーで展示する予定です。
と　き　７月2３日、８月６日、20日、９月３日

いずれも日曜日　昼２時～５時
ところ　公民館　３階集会室・実習室
定　員　１０名（先着順）
対　象　 原則休まずに出席できる方、市内在住、在学、在

勤の方、はじめて参加する方を優先。
材料費　１,５００円（ニードル、銅板、版画紙など）
持ち物　８×１０cm の下絵（タテヨコ自由）
 エプロン（よごれてもよい服装）、筆記用具
申込先　７月７日（金）朝９時～　公民館☎（５7２）５１４１

Ｑ．公民館の会場はどんな団体なら借りられますか？
Ａ． ●市内で活動している市民によるグループや会（３名

以上、市内在住・在勤・在学の方が８割以上）が会場
を無料で利用できます。

　　 ●営利を目的とする活動、例えば企業が行う社員研修
や商品説明会などの利用はできません。

Ｑ． 公民館で、例えばピアノ教室や茶道教室のような「教
室」の開催はできますか？

Ａ． ●「教室」で指導を行う先生や講師等が主催して、参
加者を募集したり、参加者から月謝を集めたり、会場
予約等の手続きを行ったりする場合は、講師等の「営
利活動」と見なされ、公民館では活動できません。

　　 ●公民館では、あくまで市民の自主的な学習活動を援
助するために会場提供をしています。市民が仲間を集
めてグループや会をつくり、公民館を会場として利用
する際に、会則等に基づいて参加者から会費を集めた
り、講師等をお招きして謝礼等をお渡ししたりする場
合は、「営利活動」とは見なしません。

Ｑ． 公民館で開催するイベントで、参加費を徴収すること
はできますか？

Ａ． ●上記の通り、公民館では「営利活動」と見なされる
ような活動はできません。参加費の徴収が必要な場合
は、イベントや集会の運営に必要な経費等に充当する
範囲で参加費等の金額を設定してください。説明が求
められた際に、「非営利」であることがわかるよう会
計処理をしていただくなどの対応が望ましいです。

　　 ●物品販売等も同様です。市民の学習活動の助けにな
る学習資料や書籍等の有償頒布等は問題ありません
が、物品購入やカンパが強制されたり、高額になった
りすることがないよう注意してください。

実行委員会企画「総合美術展」を以下の日程で開催しま
す。会場は公民館です。

◆期間　10月2４日（火）～10月29日（日）

募集要項は８月１日（火）以降、次の施設に置いてあり
ます。皆様のご応募をお待ちしています！

【募集要項配布場所】
公民館、市役所総合案内、中央図書館、郷土文化館、芸

小ホール、福祉会館、北・南市民プラザ、旧国立駅舎

はじめての銅版画
― Etching Work Shop ―

第68回くにたち市民文化祭第68回くにたち市民文化祭
―総合美術展のお知らせ――総合美術展のお知らせ―

銅版画（エッチング）とは、
銅板に描いた絵を腐蝕させて版
を作り、できた凹部にインクを
詰めて紙をのせ、プレス機で刷
って作る版画です。

公公 民民 館館 のの  ＆＆ 
このコーナーでは、公民館について一問一答形式で紹介していきます。このコーナーでは、公民館について一問一答形式で紹介していきます。
今回は、公民館で活動ができない「営利活動」の範囲についてです。今回は、公民館で活動ができない「営利活動」の範囲についてです。

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

６
月
１３
日
（
火
）
第
３4
期
第
８
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１4
名
、
館
長
、
職

員
２
名
出
席
。
傍
聴
人
６
名
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
か

ら
、
過
去
の
公
民
館
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
意
見
書
を
ふ
ま
え
、
公
運
審
で
の
編

集
研
究
委
員
会
の
報
告
に
あ
り
方
に
つ

い
て
、
委
員
で
共
有
し
た
と
の
こ
と
。

社
会
教
育
委
員
の
会
は
、
５
月
よ
り
新

任
期
が
始
ま
り
、
教
育
長
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
に
つ
い
て
、
諮
問
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
。
東
京
都
公
民
館
連
絡
協
議
会
か

ら
は
１０
月
の
委
員
部
会
研
修
会
に
つ
い

て
、
来
月
報
告
予
定
と
の
こ
と
。
社
会

教
育
学
習
会
担
当
よ
り
、
３
月
１８
日

（
土
）
の
学
習
会
報
告
と
と
も
に
、
８

月
２4
日
（
木
）
に
次
回
学
習
会
を
企
画

中
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
事
務
局
よ
り
、

﹃
国
立
市
公
民
館
の
職
員
に
求
め
ら
れ

る
専
門
性
や
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
﹄
の

修
正
案
が
提
示
さ
れ
た
。
７
月
教
育
委

員
会
定
例
会
で
議
題
と
な
る
予
定
。

審
議
事
項

〇
正
副
委
員
長
か
ら
示
さ
れ
た
市
長
・

教
育
長
へ
の
要
望
書
案
に
つ
い
て
、
そ

の
必
要
性
、
代
替
案
な
ど
が
討
議
さ
れ
、

継
続
審
議
と
な
っ
た
。

〇
清
水
館
長
よ
り
、
第
３4
期
公
運
審
に

対
し
、「
公
民
館
の
運
営
や
事
業
に
「
市

民
の
声
」
を
活
か
し
て
い
く
た
め
の
方

法
や
工
夫
に
つ
い
て
」
の
諮
問
が
あ
り
、

諮
問
理
由
や
背
景
等
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
っ
た
。
次
回
以
降
、第
３０
期
答
申「
事

業
評
価
の
あ
り
方
」
な
ど
の
成
果
や
課

題
等
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

次
回
７
月
１１
日
（
火
）
夜
７
時
１５
分

か
ら
地
下
ホ
ー
ル
。
傍
聴
歓
迎
。

（
荒
井
）
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ク
ロ
ー
バ
ー
オ
カ
リ
ナ

オ
カ
リ
ナ
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し

ん
で
い
る
会
で
す
。
先
生
の
指
導
日
の

翌
日
に
は
自
主
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

一
緒
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

基
本
が
で
き
る
方
を
希
望
し
ま
す
。

日
時　

第
１
・
３
木
曜
日　

朝
１０
時
～

場
所　

東
福
祉
館　

和
室

連
絡
先　

川
崎
（
511
）
３
３
２
８

卓
球
会
員
募
集
（
笑え

美み

の
会
）

指
導
者
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
な
が
ら
、
練
習
し
て
い
ま
す
。

明
る
く　

楽
し
く　

健
康
に
!!

一
緒
に
卓
球
し
ま
せ
ん
か
？

経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

日
時　

毎
週
土
曜
日　

夜
６
時
半
～

場
所　

総
合
体
育
館　

第
二
体
育
室

連
絡
先　

岡
野
（
576
）
０
６
９
１

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
楽
し
む
会

数
々
の
大
企
業
で
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
瞑
想
法
。
集
中
力
ア
ッ
プ
、
自
律

神
経
の
安
定
等
々
様
々
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ど
な
た
で
も
手
ぶ
ら
で
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
。

日
時　
７
月
１6
日
㈰
朝
１０
時
半
～
１２
時

場
所　

公
民
館　

講
座
室

連
絡
先　

酒
井
080
（
5880
）
３
０
９
５

国
立
で
人
権
を
考
え
る
会
の
勉
強
会

袴は
か
ま
だ田
事
件
か
ら
５7
年
を
経
た
今
年
、

再
審
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
袴
田
さ
ん
の

冤
罪
が
晴
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
金き

む

聖そ
ん

雄う
ん

監
督
の
映
像
上
映
と
講
演
、
門も

ん

間ま

幸さ
ち

枝え

さ
ん
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
１6
日
㈰　

夕
５
時
２０
分
～

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先

明あ
け

峯み
ね

080
（
5646
）
０
８
１
７

三
多
摩
の
地
下
水
汚
染
を
考
え
る

私
た
ち
の
地
域
を
流
れ
る
地
下
水
か

ら
、
分
解
さ
れ
に
く
い
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
が
見
つ
か
っ
た
。
健
康
に
与
え
る

影
響
は
？
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
諸も

ろ

永な
が

裕ゆ
う

司じ

さ
ん
か
ら
お
話
を
聞
く
。
500
円

日
時　
７
月
２9
日
㈯　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

国
分
寺
リ
オ
ン
ホ
ー
ル
Ｂ

連
絡
先　

伴
042
（
575
）
８
７
５
０

国
立
あ
ひ
る
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集

ア
カ
ペ
ラ
女
声
三
部
の
コ
ー
ラ
ス
で

す
。
未
経
験
で
も
大
丈
夫
。
み
ん
な
で

声
を
出
し
て
音
楽
を
創
る
の
は
楽
し
く
、

何
よ
り
心
身
を
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

会
費
月
３
千
円
。
見
学
歓
迎
で
す
。

日
時　

毎
週
金
曜
日　

昼
１２
時
半
～

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

清
水
（
575
）
４
３
８
３

書
道
「
楽ら
く
書し
ょ
会か
い
」
会
員
募
集

現
在
は
中
国
や
日
本
の
能
書
家
の
古

典
、
漢
字
を
中
心
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

指
導
者
の
お
手
本
も
あ
り
添
削
を
受
け

仲
間
と
楽
し
く
集
っ
て
い
ま
す
。
書
道

を
始
め
た
い
方
、
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

毎
週
金
曜
日　

朝
９
時
～
１２
時

場
所
・
連
絡
先　

く
に
た
ち
福
祉
会
館・

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
575
）
３
２
２
１

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
初
級
無
料
講
座

バ
ッ
ハ
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
を
合
奏
で
練

習
し
ま
す
。
易
し
い
曲
で
す
。
く
に
た

ち
ギ
タ
ー
ク
ラ
シ
カ
主
催
。
講
師
は
三

人
の
ギ
タ
リ
ス
ト
に
師
事
し
た
会
員
。

９
～
１１
月
全
６
回
。
若
干
名
募
集
。

日
時　

第
２
・
４
㈮　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　

東
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど

連
絡
先　

こ
み
や
090
（
4027
）
６
９
７
４

ひ
ろ
ば

「
絆き
ず
な

の
会
」
は
、
高
齢
者
や
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
の
絆
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
市

民
グ
ル
ー
プ
だ
。
公
民
館
の
講
座
か
ら

生
ま
れ
、
今
年
で
活
動
１０
周
年
を
迎
え

る
。「
高
齢
社
会
を
支
え
る
地
域
の
絆

づ
く
り
の
会
」
が
正
式
名
で
、
絆
づ
く

り
の
一
助
と
し
て
地
域
の
情
報
紙
「
絆

だ
よ
り
」
を
２
０
１
６
年
よ
り
毎
月
編

集
発
行
し
て
い
る
。

そ
の
紙
面
に
は
、
巻
頭
コ
ラ
ム
、
地

域
や
福
祉
関
係
の
取
材
記
事
、
受
講
講

座
の
投
稿
記
事
、
各
団
体
刊
行
の
冊
子

や
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
一
覧
な
ど
地
域
に

密
着
し
た
情
報
が
満
載
で
、
読
み
応
え

が
あ
る
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
も
多

い
だ
ろ
う
。

編
集
会
議
も
兼
ね
る
月
例
会
に
は
８

名
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
た
。
み
な
さ

ん
、
自
由
闊
達
に
意
見
を
交
換
さ
れ
、

楽
し
く
マ
イ
ペ
ー
ス
で
携
わ
っ
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
る
。
会
議
後
、「
は

い
参
考
に
」と
ド
ー
ン
と
今
ま
で
の「
絆

だ
よ
り
」
を
目
の
前
に
置
か
れ
、
２０
セ

ン
チ
を
ゆ
う
に
超
え
る
そ
の
厚
さ
に
会

の
歩
み
を
見
る
思
い
が
し
た
。
ま
さ
に

市
内
各
所
を
東
奔
西
走
さ
れ
、
縦
横
無

尽
に
各
団
体
・
組
織
と
パ
イ
プ
を
つ
く

ら
れ
た
証
で
あ
り
、
市
民
の
日
々
の
貴

重
な
活
動
記
録
と
も
い
え
よ
う
。

代
表
の
大
井
利
雄
さ
ん
は
「
こ
れ
ま

で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
妻
と
他
の

仲
間
の
お
か
げ
、
と
て
も
感
謝
し
て
い

る
。
体
力
が
許
す
限
り
発
行
し
た
い
」

「﹃
絆
だ
よ
り
﹄
を
手
に
と
り
、
次
は

ど
こ
へ
行
こ
う
か
し
ら
と
話
し
て
い
る

方
た
ち
を
偶
然
見
か
け
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。

当
た
り
前
の
よ
う
に
対
処
が
必
要
な

こ
と
に
は
自
ら
立
ち
上
が
り
、
と
も
に

汗
を
か
き
な
が
ら
、
長
く
活
動
を
継
続

さ
れ
て
き
た
み
な
さ
ん
の
お
姿
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
底
力
を
感
じ
る
。

私
に
と
っ
て
、
絆
の
会
と
い
え
ば

「
絆
だ
よ
り
」。
縁
あ
っ
て
毎
月
一
度
、

手
渡
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
、
改
め

て
感
謝
の
念
が
湧
い
た
。

日　

時　

例
会
（
第
２
土
曜
日
）

　
　
　
　

朝
１０
時
１５
分
～
１２
時

場　

所

ひ
ら
や
照
ら
す
（
富
士
見
台

２
︱
３８
︱
１２
）、
公
民
館
等

連
絡
先　

大
井
090
（
6949
）
８
９
８
４

︿
文
・
写
真　

小
林　

栄
子
﹀

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
８
１
〉

絆
の
会

検討を重ね、毎号400部発行して
います
◀こちらからも閲覧可能

＊
「
ひ
ろ
ば
」

写
真
募
集
中
＊

国
立
市
内
の
風
景
や
行
事
な
ど

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
公
民
館
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

9月（ロビー10月分） 会場調整会のお知らせ
申込書のポスト投入期間 7月1日（土）～27日（木）
公用使用の貼り出し 7月11日（火）頃

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日

7月29日（土）

会場調整会 8月5日（土）朝10時～

重なり状況▶

※会場調整会は朝10時までに受付を済ませてください。


